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日 本 農 林 漁 業 振 興 会 会 長 賞 受 賞
出せ知恵を！掘り興せ現和の宝を！！

受賞者 現和校区
げ ん な こ う く

（鹿児島県西之表市）
かごしまけん にしのおもてし

■ 地域の沿革と概要

現和校区のある西之表市は、九州本

土最南端の鹿児島県佐多岬から南東に

約43ｋｍ、県都鹿児島市から約115ｋｍ

の距離にある種子島の北部に位置して

いる。海の玄関口である西之表港を有

し、人・物の交流拠点として本土と種

子島を結交通の要所となっている。

西之表市の面積は約206k㎡であり、

１市２町からなる種子島の総面積の約4

5％を占めている。また、黒潮の影響な

どによって年平均気温は19度と温かく、

亜熱帯気候に属している。

■ むらづくりの概要

１．地区の特色

現和校区は、西之表市の中心部か

ら約７kmの距離にあり、東側に太平

洋を望む景観豊かな地区である。総

面積17.6k㎡のうち、山林が約３割を

占め、起伏が他地区よりも比較的少

ない平坦な地域である。また、農地

は平坦な土地に集まっており、総面

積の約３割を占めている。

本校区は、９集落、約700世帯から

なり、人口は1,408人と市内の全12校

区の中では３番目の規模である。世

帯の半数がさとうきびやさつまいも

等を生産する農業及び畜産業に従事

し、農家戸数及び耕作面積は12校区中１位となっており、西之表市における

農業の牽引役となっている地区である。

現和校区

第１図 位置図

第１表 地区の概要

注：白地図KenMapの地図画像を編集

事　　項

地区の規模

地区の性格

農　家　率 37.9%

（内訳）

　総世帯数 689戸

　総農家数 261戸

専兼別農家数 255戸

（内訳） 　

　専業農家 126戸

　１種兼農家 57戸

　２種兼農家 72戸

農用地の状況 　耕地計 512ha

（内訳） 　　 田 97ha

　　 畑 409ha

　　 樹園地 6ha

　耕地率 29.1%

　農家一戸当たり耕地面積

2.0ha

内　　　容

集落の集合体

地縁的集団
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２．むらづくりの基本的特徴

（１）むらづくりの動機・背景

現和校区においては、第１次産業の低迷、農家の高齢化及び担い手不足、

地域文化・伝統芸能の継承者減少、青年及び婦人組織の弱体化、児童数の

減などの課題が深刻になる一方であった。

そこで、平成３年に地区の拠点となる農業構造改善センターが完成した

ことを契機に、それらの課題の解決に向け、「出せ知恵を！掘り興せ現和

の宝を！！」を合い言葉とし、第１次産業の推進と地域文化の継承を柱と

した「豊かで活力あるむらづくり」を開始した。

第１次産業の推進に向けた集落ごとの話合い、地域文化の継承に向けた

校区文化祭の開催などの様々な活動に取り組み、平成９年には鹿児島県の

新・農村振興運動の重点地区に指定されるなど、むらづくりの先進地とし

て活発な活動を行ってきた。

しかし、平成18年に現和中学校が廃校となったことや、その後の保育園

の廃止決定により、地区内に「このままでは地区が衰退するのではない

か」との閉塞感が漂っていた。

そこで、現和校区では、地域が一

体となった地域活性化の対策が今ま

で以上に必要と考え、住民による話

合いを進めた。そして、今までのむ

らづくり活動に加え、少子・高齢化

対策といった社会福祉面の活動にも

力を入れることとし、住民が知恵を

出しながら新たな活動に取り組む

こととなった。

（２）むらづくりの推進体制

ア 現和校区

現和校区は、以下の推進体制図のとおり、農業振興推進協議会、社会

福祉法人現和会、社会教養推進会議等から構成され、それぞれの組織ご

とに特化して取組が行われている。

① 農業振興推進協議会

農業振興推進協議会では、園芸・さとうきび・畜産などの分野別に

振興会を組織し、生産性の向上だけでなく、担い手育成や農地の保全

などにも取り組んでいる。

② 社会福祉法人現和会

社会福祉法人現和会は、平成24年１月に設立された現和校区の住民

だけで構成する組織であり、同年４月から「現和みどり保育園」を運

写真１ 現和校区の皆さん
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営している。

③ 社会教養推進会議

社会教養推進会議は、「校区高齢者支援協議会」、「地域文化部会」、

「婦人生活改善部会」など、多数の組織で構成されている。

「校区高齢者支援協議会」は独居老人のサポートなど、「地域文化部

会」は郷土芸能の継承などを担っている。また、「婦人生活改善部

会」の中には、食文化の継承などに貢献している生活改善グループ

「たいまきオバン」（現和校区を構成する集落の一つである田之脇集

落（通称たいまき）の女性有志（オバン）という意味）があり、現和

の宝の継承に大きく貢献している。

イ 現和風本協議会

現和校区は、地区内で生産される農産物の消費拡大、雇用の拡大等に

よって地域の自立と活性化を目指すことや、現和校区を校区外にＰＲす

ることなどを目的として、平成21年12月、現和校区から７km余り離れた

西之表市街地に「現和物産館」をオープンした。

「現和物産館」の運営については、西之表市内で地域づくりに取り組

むＮＰＯ法人「ジュントス」（ポルトガル語で「みんな一緒に」の意

味）と連携して平成21年10月に設立した「現和風本協議会」により行わ
げ ん な か ざ もと

れている。設立時の準備や宣伝など、現和校区の力だけでは不足する部

分を補いながら、市内で唯一となる校区外での物産館の運営にチャレン

ジしている。

第２図 むらづくり推進体制図
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■ むらづくりの特色と優秀性

１．むらづくりの性格

現和校区においては、第１次産業の振興と文化の継承を目的としてむらづ

くり活動が開始され、中学校及び保育園の廃止等の課題を解決するため、活

動の更なる強化を行って成果を挙げている。離島という厳しい地理的条件下

にある中で、他校区に先駆けてほ場整備を実施し、農作業の機械化及び省力

化などの農業を守るための取組を行うとともに、校区外での物産館の運営、

伝統芸能や食文化の継承など、自分たちの故郷を守っていくという決意に基

づき、地域が一体となった活動を行っている。

また、廃止が決まった保育園に代わり、校区自らが保育園を運営するなど、

行政サービスを補う活動についても、知恵を出しながら自分たちの力で対処

している。

さらに、本校区における活動については、自分達の生活を維持していこう

という覚悟を持って行われ、協働の仕組みが地域のすみずみまで機能してお

り、活動の結果、次世代への地域文化の継承がしっかりと行われている。

２．農業生産面における特徴

（１）さとうきび収穫作業の受委託等による寄与状況

現和校区では、農業の将来を見据え、他校区に先駆けてほ場整備を実施

し、農業の機械化及び省力化に取り組んでいる。特に、種子島の基幹作物

であるさとうきびの振興に力を入れており、「さとうきびハーベスター生

産組合」は平成８年から収穫作業の受託を行っている。

近年、作業受託については、高齢農家や小規模農家からの依頼を中心に

増加しており、さとうきびの作付面積は平成17年から平成22年までの間に

135haから171haへ拡大するとともに、産出額は214百万円から256百万円に

増加している。

なお、ハーベスターの保有台数については、西之表市全体の21台のうち、

現和校区だけで６台を所有しており、他校区の収穫作業を受託することを

通じてさとうきびの振興に大きく寄与している。

また、近年評判の高い安納芋や県の認証を受けているスナップエンドウ

にあっては、園芸振興会の活動により生産が振興されるとともに、畜産に

あっては、和牛振興会の活動により西之表市の畜産共進会で優勝するなど

の結果が現れている。

さらに、現和校区において、認定農業者数は平成14年度から23年度まで

の間、21名から39名に増加するとともに、平成20年以降に７名が新規就農

しており、農業の担い手が確保されている。

（２）「現和物産館」の運営による農業生産面への寄与状況

「現和物産館」の売上額については、平成22年度は約1,800万円、平成23

年度は約2,200万円、平成24年度は１日平均約８万円（年換算で約2,400万
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円）となっており、順調に伸びている。

会員数については、オープン当初は40名であったが、現在では約300名に

増加している。また、会員によっては、物産館における売上額が月平均で12

～13万円に上っている。

物産館の運営により、少量・他品目の農産物を直接販売できるようになっ

たため、高齢・小規模農家を中心として農家の所得向上に寄与している。

３．生活・環境整備面における特徴

（１）現和物産館の運営

「現和物産館」は、会員の生き

がいづくりなどの生活面の向上に

も大きく寄与している。

島の玄関口の西之表港の近くに

ある空き店舗を活用したことによ

り、商店街の活性化にも大きく貢

献し、既存のスーパーの店舗内に

地産地消コーナーができるなどの

波及効果も生じている。

また、会員の約３分の２は現和

校区以外の住民であり、現和小学校の生徒の描いた絵を店内に掲示するな

ど、現和校区のＰＲの場としての役割も果たしており、物産館が西之表市

全体にとって貴重な施設となっている。

（２）現和の宝（伝統芸能・食文化）の継承

現和校区は、校区住民の心の拠り所である「風本神社」を中心とした数

多くの郷土芸能の継承に尽力している。

子どもの減少や踊り手の高齢化

に伴い、一時は存続が危ぶまれた

芸能も多かったが、平成６年以降

に開催している校区の文化祭にお

いて踊りなどを披露する場を設け

るなど、集落単位での芸能の掘り

起こしと保存に努めている。

また、地域文化部会が中心とな

り小・中学生に対する教育の一環

として踊りの継承に取り組んで

いる。この結果、現和校区にお

いては、県の無形民俗文化財に指定されている武部集落の「種子島大踊

り」をはじめ、他地区には類を見ない数多くの郷土芸能が受け継がれてい

る。

写真２ 現和物産館

写真３ 小学生に継承された伝統芸能
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さらに、生活改善グループ「たいまきオバン」は、地元農産物を使った

加工食品の研究・開発及び生産・指導を行っており、「味噌」や「ふくれ

菓子」といった加工品を復活させ、市の農林水産祭等や現和物産館におい

て販売している。この取組は、西之表市の女性に波及しており、特に評判

の高い手作り味噌の作り方を習うため、西之表市全体で年間約100名の女

性が「現和活性化センター」を訪れている。

女性同士が味噌作りや「かるかん」などのお菓子作りを行うなど、伝統

的な食品加工のノウハウを勉強し合うことにより、食文化の後継者の育成

にも大きく貢献している。

（３）保育園の運営や年長者を敬う地域づくりなどによる社会福祉の充実

市の方針により、地区の公立保育

園が平成23年度末をもって廃止され

ることとなったが、地元から地域活

性化のためにも残すべきとの声が上

がったため、現和校区の住民だけで

構成される「社会福祉法人現和会」

を平成24年１月に設立し、同年４月

から「現和みどり保育園」を運営し

ている。

この取組により、地元の子どもは

地元が育てるという気運が高まっており、隣接する高齢者福祉施設の高齢

者と幼児との交流活動等によって住民の一体感が育まれている。

また、「校区高齢者支援協議会」による高齢者に対するサポートを年５

回、さらに毎年１回「校区90歳以上自宅訪問」を実施し、年長者を敬う地

域づくりを実施している。

（４）現和中学校跡地の活用

廃校となった現和中学校の施設については、現和校区と西之表市が協力

して利用者を探した結果、「特別養護老人ホーム現和苑」と六次産業化法

に基づく事業者の「農業生産法人種子島共同ファーム」が有効活用してい

る。

このことにより、高齢化対策の充実という社会福祉面での効果が生じる

とともに、「農業生産法人種子島共同ファーム」の設立により、校区内で

の農産物生産増加、消費拡大及び雇用増加という効果も生じており、地域

の活性化につながっている。

写真４ 現和みどり保育園


